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1.徳 川 日本 の長 い平 和
渡辺先生の御報告へのコメン トを担当いた します。磯田でございます。先生の御報告は、徳
川政権 と儒教の礼の関係、 とくに 「正徳の治」 とよばれる新井白石改革の意味を論 じたもので
あります。 白石の儒教的な 「正名」主義と、徳川吉宗の実用主義を対置 し、「文国」をめざし
た白石改革の歴史的理解をお しすすめる内容で した。 「礼の権力的意味」あるいは 厂美への憧
憬の政治的意味」など、お話 しいただきま した。英語で申しますと、"BeautyasPower(カ
としての美)"と い うお話。また、江戸時代の国家においては 「儀礼を変えるのは、憲法を変
えることだ」とい う御指摘など、大変、興味深く拝聴 した しま した。また、日本の礼は中国の










ように思える。徳川 日本は、このエネルギーを、 どうやってス トップさせたのか?」
おおよそ、そんな内容で した。これは重要な視点です。私はこの質問に考えさせられました。















ダー(公 儀権力)に なれる。そのため、地域内に強い リーダーシップを発揮し、競争相手のう
えに君臨し、地位を保つために、いっも戦争をする。そ うしないと権力を維持できない。そ う









さきほど渡辺先生も指摘 されたように 「武威」(軍事的威力)が 国内支配を正当化する第一の根
拠になっていました。強いから治める。まさに 厂覇者」の論理が基本にありま した。
しか し一方で、徳によって治める。天子を中心に した秩序にもとついて統治する。 「王者」
の論理を排除するものではありませんでした。む しろ、徳川政権は王者の論理を政権の枠組み
にとりこみます。豊臣政権以上に、とりこんだといえるかもしれません。征夷大将軍 として王
者(天 皇)を 護 り、王道政治を実行する 「覇府」である。だから、徳川政権の支配は正当であ
る。表向き、そうい う立場をとります。のちには、将軍 自身の意識がかわって、表向きどころ
か、本心から、そ う考えるようになります。逆に、王者(天 皇)の ほうは、覇府たる徳川政権
に 「征夷大将軍」の官位をさずける。徳川政権の永続を神仏に祈願する。その役 目を担いまし
た。そ うするかぎり、王者(天 皇)の 生活も永続も覇府(将 軍)に よって保障されま した。中
世にもそ うい う関係でありましたが、近世の天皇 と将軍もやはり 「相互依存」の関係です。近
世の天皇と将軍は単純な対立関係ではありません。
つま り、大きな問題は天皇 と将軍の競合関係ではありませんでした。将軍と大名、大名 と家
臣。家臣と領民。このなかに内包 された競合 ・対立関係こそが、近世初期には、社会をゆるが
しかねない大問題でありました。軍事動員なくなった状態で、徳川軍事政権は臣下たる諸大名
をいかに統御するか?こ れが第一の問題でした。そこで登場 してくるのが、やはり 「礼」であ
ろ うと思います。一言でいえば、まず、家(Household)に 結びつき、世襲される 「格式」も
しくは身分をはっきりさせ る。そ して、「格式」に応 じた行為をとらせるシステム=日 本版の
厂礼式」をつくります。格式に応 じた決まった行動をとらせ ることで、社会内部の競合関係を
なくし、社会体制を安定化 させたのです。こういったものを徳川政権(公 儀)が つくっていき
ました。徳川時代の最初の100年 ほどをかけて、社会のメンバーに 「格式」を割 り当てていき、
身分格式に応 じた行為をとるような道徳や制度を整えました。
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3.徳 川 「格 式社 会 」 の特 質
徳川社会では、人々の行動は 「格式」によって管理 され、「身分相応」の振舞い(身 分格式





すぎた振舞い)と して厳 しく抑えられました。乗物 ・服装 ・建築 ・礼儀i作法 … 。つねに身




















4.家 格 ・礼 式 ・先 例 の 秩 序
こうして、格式にもとづき、それに応 じた 「礼式」に従って行動する。 日本型の 「礼」の秩
序が確立 します。「格式」は目にはみえません。徳川社会は、これを可視化する工夫をしまし







化(ポ ジショニング)に よって格式が可視化 されていま した。
このような極めて 日本的な 「礼式」の代表例は、武士の袴着用と帯刀です。武家ならば、大






5.正 月 の 臣従 儀 礼
徳川時代の日本で、服装と座順による 「格式の可視化」が最高潮に達するのは、正月の年頭
儀礼 ・臣従儀礼で した。 日本では、徳川時代以前から年始めに 厂礼」に赴 くところが、主君で
あり、これによって、主従関係が強く結ばれていました。いわば、年頭儀礼で定期的に主従関
係を確認する社会です。主君の殿 中に家臣が格式の順 に整然とならび、それによって、主君と
の主従関係、家臣間の上下関係 を確認 していました。毎年、正月には、そ うい う象徴的な政治
空間がつくられました。天皇には天皇の、将軍には将軍の、大名には大名の、政治空間があり、
それぞれが、こうした年頭儀礼をおこなっていました。農民地主の家でも、任侠の一家でも、
正月には囲炉裏端に奉公人 ・子分をならべて、まるで主従関係 を確認す るように年頭儀礼をお
こなったものです。主君に家臣が平伏 して礼をす る。御酒の盃 を共にする。 こうしたことが必
ずといっていいほど行なわれていました。現在の、皇居への一般参賀 も、この日本的風習に由
来するもので しょう。
明治維新のあと、将軍や大名は居なくなりました。 ところが、旧武士(士 族)た ちのなかに
は、大名がいなくなっても、まだ年頭の臣従儀礼をやめられなかったものもいました。維新以
後、旧大名は新政府から首都東京に移住を命 じられ、意図的に、地元に残った家臣たちと引き
離されます。 この春、私は 『武士の家計簿』(新 潮新書)と いう本で紹介 したのですが、加賀
藩の或る武士は、明治十年頃まで、こんなことをしていました。正月になると、大名が書いた





(原漢文)と あります。正月になると、4～5代 前の先祖は、このまえで盃を交わ して、臣従
の礼をとっていたのでしょう。 もちろん、今はそんなことはしません。私は史料 として見るだ
けです。
6.富 国 強兵 ・立 身 出世 のエ ネ ル ギ ー
このように、徳川政権の末期には、「忠義」イコール 「礼義」とい う様相になっていました。
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公 と私の関係 において、複雑で危 うい精神構造をもった国家がつ くられつつあったことも、忘
れてはならないと思います。ご清聴 ありが とうございました。
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